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7 章：DDGS のための推奨される分析手順 

はじめに 

飼料成分の分析は、成分含量が保証値を満たしてい

ることを確認し、飼料の配合に用いるための栄養成分組

成と、潜在的な汚染物質の存在とその含量を知るために、

飼料業界では一般的な手法となっている。したがって、

DDGS を含む飼料原料中のさまざまな化学物質の測定

の正確性は不可欠となる。分析手順は、特定の実験室

のバリデーション・レベルに基づいて分類できる（Thiex、

2012）。単一の実験室内でのバリデーションは、特定の

実験室、技術者および機器に適用されるが、複数の実

験室間におけるバリデーションでは、分析結果が当該実

験室と、他の実験室との間でどの程度再現性があるか

の情報を得るために、2〜7 か所の実験室でのバリデー

ションが行われる。完全に調和したプロトコルを用いた

共同研究のバリデーションは、少なくとも 8 か所の実験

室において、同一の手順を使用して許容できるデータが

提供されることで得られる。 DDGS に関する推奨分析手

順についての優れた総説が Thiex（2012）によって公表さ

れており、本章ではその重要点を紹介する。 

 

DDGS の取引基準を満たすための推奨分析方法（AFIA、2007 年） 

 

配合設計のための DDGS の栄養成分分析の推奨方法 
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DDGS で考えられる汚染物質を測定する

ための推奨手順（Caupert ら、2012） 

マイコトキシン（カビ毒） 

1960 年代以降、ヒトの健康に対する毒性の懸念から、

食品や飼料中のマイコトキシン含量を分析するための多

くの分析方法が開発されてきた（Trucksess、2000）。その

中でも、TLC（薄層クロマトグラフィー）法、エライザ法お

よび免疫センサーに基づく方法は、迅速なスクリーニン

グに広く使用されているが、FD（蛍光検出）を備えた

HPLC（高速液体クロマトグラフィー）およびMS（質量分析

検出）は、確認および参照方法として使用されている

（Krska ら、2008）。 

ただし、マイコトキシンの分析には、迅速、正確、低コ

ストが求められるため、オンサイトメソッド・テストキットが、

USDA（米国農業省）の GIPSA(穀物及び包装業者・飼育

場検査管理部）によって開発および承認されて、DDGS

に関するマイコトキシン分析に用いられている（表 1；htt

p：// www.gipsa.usda.gov/GIPSA/webapp?area=home&su

bject=lr&topic=hb）。 

これらの方法は、単一のマイコトキシンを検出するた

めのものであり、使用が比較的簡単で、定量感度が高く、

高い試料処理能力（サンプルスループット）を可能にして

いる。 DDGS 中のマイコトキシンを分析するために 6 種

類の製品が GIPSA により承認されている（アフラトキシ

ン；4 種、フモニシン；1 種、ゼアラレノン；1 種）。DDGS に

関して、マイコトキシン汚染の可能性を検討する場合、承

認された分析手順を用いて正確な結果を得ることが不可

欠となる。 飼料中のマイコトキシンの存在と含量を測定

するにはHPLCが推奨されている。 HPLCと様々な検出

器を使用することで、飼料中のほとんどのマイコトキシン

を分離して検出することが出来る（Krska ら、2008）。 米

国の主要な研究所で使用されている方法は表 2 に示し

たとおりであり、これらの方法は、個々の実験室で検証

されており、最近、査読済みの科学誌で公表されている。 
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表 1.  GIPSA が承認している DDGS 用マイコトキシン・テストキット（Zhang ら、2009 から改編） 

 

表 2. 飼料中のマイコトキシン分析の推奨方法（Zhang ら、2009 から改編） 
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抗生物質の残留 

米国食品医薬品庁（FDA）の動物用医薬品センター

（CVM）では、HPLC とイオントラップタンデム質量分析

計を使用して、以下に示す 13 種類の抗生物質残留物

について DDGS での検出を行っている（Heller、2009）。 

•アンピシリン 

•バシトラシン A 

•クロラムフェニコール 

•クロルテトラサイクリン 

•クラリスロマイシン 

•エリスロマイシン 

•モネンシン 

•オキシテトラサイクリン 

•ペニシリン G 

•ストレプトマイシン 

•タイロシン 

•バージニアマイシン M1 

この手順の抽出効率の範囲は 65～97％であり、定

量限界は 0.1～1.0μg/ g であった。精度の範囲は 88

〜111％で、CV(変動係数)は 4〜30％である。バージ

ニアマイシン残基を検出するために FDA が承認した

唯一の方法は、バイオアッセイ（QA@Phibro.com）であ

り、バージニアマイシン残基の存在を正確に測定する

ために推奨されている。 このバイオアッセイは、バー

ジニアマイシン分子の両方のサブユニットが存在する

場合にのみ発生する可能性がある生物活性を検出す

る。Heller（2009）の LC-MS 法は、1 つのサブユニット

のみを検出し、高い割合で偽陽性を引き起こす可能

性がある。 
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